
■通貨ペア毎の各種初期値
通貨ペア毎に、Lot数や指値幅等の各初期値を設定することができます。

1 取引画面左上の【設定】→【注文＆動作設定】→【通貨ペア毎の各種初期値】をクリックします。

2 【通貨ペア毎の各種初期値】画面が表示されます。

Lot数や決済値幅等を固定する
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① 基準Lot数
基準Lot数の初期値をあらかじめ設定できます。
　  ※ MATRIX TRADERの取引通貨単位は、1Lot＝1,000通貨です。
　  　　ただし、NOK/JPY及びSEK/JPYは1Lot＝10,000通貨となります。
　  ※ここでの設定は、【レートパネル】・【レート一覧】のLot数設定と連動しています。

② トレール幅
トレール注文の値幅の設定ができます。
初期設定では設定されていません。

③ 許容スリップ
【クイック注文】・【ストリーミング注文】時に適用される設定です。
クリックした時のレートから約定レートが変動した場合、何pipsまでの変動なら約定させていいか
（スリップ）を設定できます。
※成行注文・指値（逆指）注文・ワンクリック注文では適用されませんのでご注意ください。     

④ 許容スプレッド
【クイック注文】・【ストリーミング注文】時に適用される設定です。
初期設定では設定されていません。
市場のスプレッド（売値と買値の差）が広がった場合、何pips以上広がったら注文が発注されない
ようにするか（許容スプレッド）を設定できます。

⑤ 指値幅　/　 ⑥ 逆指幅
新規注文画面における【指値】・【逆指】の初期値をレート差で設定できます。

⑦ 決済指値幅　/ ⑧ 決済逆指幅
決済注文画面における【指値】・【逆指】の初期値をレート差で設定できます。

※④～⑧はpip入力となります。
（例）USD/JPY　 5銭（0.050）……「50」と入力
（例）EUR/USD    50pips（0.00050）……「50」と入力　
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3 設定の入力が完了したら【決定】をクリックすると反映されます。
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■決済pip差設定
【決済pip差注文】における指値・逆指値・トレールの値幅を設定することができます。

1 取引画面左上の【設定】→【注文＆動作設定】→【決済pip差設定】をクリックします。

2 【決済pip差設定】画面が表示されます。

① 決済pip差（指値）　/　 ②決済pip差（逆指）
決済pip差注文画面における【指値】・【逆指値】の初期値をレート差で設定できます。
ここはpipでの入力となります。

（例）USD/JPY 指値幅10銭……「100」と入力
EUR/USD 指値幅10pips……「10」と入力

③ トレール幅
トレール注文の値幅の設定ができます。
初期設定では設定されていません。
※値幅の設定は、レートと同じ表示での入力となります。

（例） USD/JPY トレール幅10銭（＝100pips）…「0.100」と入力
 EUR/USD トレール幅 50pips「0.00050」と入力
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数値を設定すると反映されます。
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3 設定の入力が完了したら【決定】をクリックすると反映されます。
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